
1

水うるおい緑が映える青木川再生計画
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一宮市
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一宮市の全域
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地域再生計画の作成主体の名称

　本市は、愛知県の北西部にあって、名古屋市から17km、岐阜市から13kmとほぼ
両市の中間に位置している。
　大正10年9月に市制を施行し、昭和30年には周辺の町村を合併した。そして、平
成17年4月1日に尾西市及び木曽川町を編入し、新「一宮市」が誕生した。平成19
年4月1日現在、面積113.91km2、世帯数138,435世帯、人口381,036人であり、愛知
県北西部の経済・文化の中核的役割を果たしている。
　本市の中心部には、一宮市の名前の由来となった真清田神社（尾張の国の「一の
宮」）があり、豊かな緑が広がっている。

　本市は、木曽川によって形成された肥沃な濃尾平野のほぼ中央にあり、北東から
南西にかけては、延長約18kmにわたって木曽川に接している。温暖な気候にも恵
まれて古くから農耕が盛んであり、人口38万人を超える都市となった今でも、農用地
と河川水路の占める面積が4割を超えており、高次な都市機能と緑や水辺など豊か
な自然環境が調和した地域となっている。また、上水道の水源は、木曽川の伏流水
や地下水（一部、県営水道用水供給事業からの受水）であり、「おいしい水」として
知られている。
　しかし、近年は、基幹産業である繊維産業の斜陽化に伴う産業構造の変化や、交
通の便のよさ等により、名古屋圏のベッドタウン化が急速に進んでいる。中心部では
マンションが林立し、近郊では宅地開発が盛んに行われているが、宅地開発に比
べて、汚水処理施設の整備が遅れており、一般家庭から排出される生活排水が直
接水路に流入すること等により、河川の水質汚濁や悪臭の発生等、生活環境が悪
化の一途をたどっている状況にある。
　また、交付金を活用する区域においては、岩倉市と隣接した市境で、汚水処理の
整備が遅れている区域のため、他の区域に比べて整備効果が期待できる。
　このため、交付金を活用することによって汚水処理施設を整備し、生活排水による
汚濁負荷を軽減するとともに、本市環境基本計画の主旨に基づき水環境改善に資
するイベントである環境センターフェアや消費生活フェアへの参加者数を増加さ
せ、市民の生活排水浄化への意識啓発活動を積極的に実施する。そして、きれい
な水に恵まれ豊かな緑が映え、ホタルが飛び交い市民が憩いとやすらぎを感じる青
木川を再生し、住民が快適に居住できる自然と共生するまちづくりを実現し、当市
の活性化を図る。

【数値目標】

・毎年10月と1月に開催される環境センターフェアと消費生活フェアの参加者数
を、現況の約4,000人から、4年間で200人の増加を目指す。

地　域　再　生　計　画

地域再生計画の区域

・汚水処理施設整備交付金を活用する千秋南部地区の汚水処理人口普及率
を、現況の20.5％から、4年間で96.5％に向上させる。

地域再生計画の目標

地域再生計画の名称
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5
５－１　全体の概要

５－２　法第５章の特別の措置を適用して行う事業

汚水処理施設整備交付金を活用する事業
［事業主体］

［施設の種類］

公共下水道 千秋東第４・５・６処理分区
千秋西第１・２処理分区

浄化槽(個人設置型) 添付資料　付３のとおり

公共下水道 平成２０年度～２３年度

浄化槽(個人設置型) 平成２０年度～２３年度

公共下水道 φ150～600 25,250m  
（単独事業 φ150～200 17,300m）

浄化槽(個人設置型) 20基

　なお、各施設による新規の処理人口は次のとおりである。
公共下水道 千秋東第４・５・６処理分区

千秋西第１・２処理分区で5,964人
浄化槽（個人設置型） 80人

［事業区域］

公共下水道及び浄化槽(個人設置型)

［整備量］

［事業期間］

　千秋南部地区は、浄化槽による整備にとどまっており、この区域の汚水処理人口
普及率も20.5％と整備が遅れている。このため、自然豊かな地域にあるものの、区
域を流れる青木川の水質が良好とは言えない。
　今後、汚水処理施設整備交付金を活用することにより、当該地区の下水道及び浄
化槽を効率的に整備し、汚水処理人口普及率を４年間で96.5％に向上させる。
　また、市の環境基本計画と連携して、市民の生活排水対策への意識啓発に努
め、生活排水による汚濁負荷を低減し、水うるおい緑が映え、市民が憩いとやすら
ぎを感じホタルが飛び交う青木川の再生を目指す。
　なお、公共下水道として整備する千秋東第４処理分区、千秋東第５処理分区、千
秋東第６処理分区、千秋西第１処理分区、千秋西第２処理分区は、下水道法第4条
に定める事業計画の認可済区域である。

一宮市

目標を達成するために行う事業
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［事業費］

公共下水道 事業費 ２,４５１,０００千円 （うち、交付金１,２２５,５００千円）
単独事業費 １,３８２,５００千円

浄化槽(個人設置型事業費 ５,５２０千円 （うち、交付金１,８４０千円）

合　　　　計 事業費 ２,４５６,５２０千円 （うち、交付金１,２２７,３４０千円）
単独事業費 １,３８２,５００千円

５－３　その他の事業
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平成２０年度～２３年度
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該当無し

地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項

　毎年10月を一宮市環境月間と定め、環境センターフェアを開催している。
一宮市環境基本計画の主な事業として、以下の事業を推進している。
1)散歩のときにゴミを拾いながらウォーキングするゴミ減量のためのライフスタイルの
定着として、「いちのみやエコ・ウォーク」を広げる。
2)誰でも参加できる環境活動クラブである「こども(幼児３歳～高校生)エコクラブ」に
登録し、毎日の生活の中で地球や環境のことを楽しく考える「エコロジカルとれーに
んぐ」をする。
3)アサガオやゴーヤなどのつる性植物を育て、市内の小学校の窓辺や壁面に「緑
のカーテン」を作り熱エネルギーの遮断を行い、室温の上昇を抑える。

　本地域再生計画における汚水処理施設整備交付金に関連する事業の効率化及
びその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、事業に対する評価及び完了
後一定期間を経過した事業に対する事後評価を実施するにあたり、庁内に評価
チームを設置し、毎年度、地域再生計画の進捗状況、整備面積、汚水処理人口、
下水道整備延長、浄化槽設置数、関連事業の進捗状況等について検証し、以後
の事業のあり方について検討を行う。また、この検討結果は、市のホームページで
公表し、住民からの意見聴取に努める。

目標の達成状況に係る評価に関する事項

計画期間
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